
着眼点: 炎症抑制に関与するS100A8およびS100A9タンパク質。 独自技術（ハイブリッド構造）:S100A8のN末端領域（例：rN1-2）と
S100A9のC末端領域（例：rC1-2）を連結。 +2この配列により、天然のタンパク質を凌駕する高い抗炎症機能と細胞内移行性を実現

（rMIKO-1等）。

hMIKO-1：間質性肺疾患の治療のための
活性化マクロファージを標的とした医薬組成物

「CD68を入り口とした世界初の
MΦ特異的デリバリーシステム：DDS」

hMIKO-1は、S100A8/A9を基軸に設計
された低分子蛋白質です。ヒトMΦに高発
現するCD68受容体を介して細胞内に取り
込まれ、炎症性サイトカインの発現を有意に
抑制し、MΦの過剰な活性化を制御する。
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「マクロファージ標的治療のミッシングピース」
潰瘍性大腸炎（IBD）・間質性肺疾患
（ILD）などの難治性炎症疾患では、副作
用の少ない有効な治療法が求められている。
マクロファージ(MΦ)やS100A8・S100A9タン
パク質が炎症性疾患の鍵を握る。

The Challenge

臨床的観察（図1・図2A）:対照群（D group）: 床敷きが血便で黒ずみ、激しい下痢と出血を呈する。 +2投与群（M group）: ペプチド投
与により、出血が消失し床敷きが清浄に保たれる。

IBDモデルラット

臨床的観察（図1・図2A）:対照群（D group）: 床敷きが血便で黒ずみ、激しい下痢と出血を呈する。 +2投与群（M group）: ペプチド投与
により、出血が消失し床敷きが清浄に保たれる。

MΦ細胞内への
移行
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5%硫酸化デキストラン（DSS）
誘導IBDモデルラットに対して臨
床的にも、組織学的にも改善が
見られた

NC: negative control

PC: positive control

M0.2-0.6:   hMIKO-1 0.2-
0.6 mg/day.

ILDモデルマウス

ブレオマイシン（BLM）誘導
ILDモデルマウスに対して組織学
的に改善し、コラーゲンや炎症性
サイトカインの産生が抑制された
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「IBDおよびILDにおいて顕著な組織修復を実証」
複数の疾患モデルにおいて、単なる対症療法を超えた「組織学的改善」を確認済み。
特に難治とされる肺の線維化抑制において、hMIKO-1は極めて高いポテンシャルを
示し、臨床応用に向けた強力なエビデンスを構築している。

The Innovation

Proof of Concept
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Future Vision
IBDやILDを超えた炎症および線維化病態や疾患に対する治療薬としての可能性

目的の核酸や薬剤を結合させることで、MΦを標的とした次世代DDS製剤へ
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その他、関連特許出願中


